
 
 

平成23年３月10日 

各 位 
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野村不動産ホールディングス株式会社 

取締役社長 鈴木 弘久 

（コード番号：３２３１ 東証第一部） 

問い合わせ先 広報ＩＲ部長 石川 陽一郎 

ＴＥＬ：（03）3348-8117 

 

当社連結子会社の通期業績予想修正に関するお知らせ 

 

 

 当社連結子会社である株式会社メガロスは、本日、別添のとおり通期業績予想を修正いたしました

ので、お知らせいたします。 

なお、これによる当社の連結業績予想への影響は軽微であります。 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 
 
平成23年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

修正の理由 
 当期は平成22年５月に「メガロス三鷹店（東京都武蔵野市）」を新規出店し、既存店５店舗についてリニューアルを実施す
る等、積極的な営業活動を推進し、会員を順調に獲得してまいりました。 
 また、「ビヴィオ恵比寿店（東京都渋谷区）」につきましては、店舗業績の回復を図るため、平成22年11月30日にて一旦営
業を停止し、１階部分をパーソナルトレーニングに特化した店舗に営業コンセプトを変更するとともに、２階部分に本社を移
転いたしました。なお、「ビヴィオ恵比寿店」は「メガロス恵比寿店」に名称変更した上で、平成23年３月１日に新たに営業を
開始いたしております。 
 以上により、当期はメガロス三鷹店の新規出店に伴う開業経費、既存店５店舗のリニューアル費用、ビヴィオ恵比寿店の
営業コンセプト変更費用並びに本社移転費用等が発生しておりますが、新規入会者の獲得が順調に進んでいたため、積
極的な営業活動の実施により、前年同水準の利益を見込んでおりました。しかしながら、年度後半に入り会員数が伸び悩
んでおり、想定を下回って推移しております。その結果、売上高は当初の予想を160百万円下回り、13,990百万円となる見
込であります。 
 利益面では、売上高の減収並びに前年夏の記録的な猛暑等により水道光熱費が想定より60百万円増加した影響、さら
に会計処理の変更による資産除去債務99百万円の特別損失により、営業利益430百万円、経常利益280百万円、当期純
利益50百万円となる見込であります。 
 
※上記予想は、当社が本資料発表日現在において入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいて
おり、実際の業績は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

以 上

平成23年3月10日
各 位 

上場会社名 株式会社 メガロス
代表者 代表取締役社長 木皿儀 邦夫
（コード番号 2165）
問合せ先責任者 常務取締役 高越 忠尚
（TEL 03-5720-7500）

業績予想の修正に関するお知らせ  

最近の業績動向を踏まえ、平成22年４月27日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知
らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 14,150 650 400 140 36.62
今回発表予想(B) 13,990 430 280 50 13.08
増減額(B-A) △160 △220 △120 △90
増減率(%) △1.1 △33.8 △30.0 △64.3
（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期） 13,694 591 419 206 54.15


